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高
き　

は
つ
ら
つ
倉
工
生
」
の

育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
前
任
の
山
本

校
長
先
生
が
職
員
、
生
徒
一
丸

と
な
っ
て
成
果
を
上
げ
ら
れ
た

教
育
活
動
を
引
き
継
い
で
同
じ

三
つ
の
教
育
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
第
一
に
、
元
気
な
挨
拶

や
礼
儀
、
自
ら
を
律
す
る
自
律

の
精
神
の
涵
養
を
と
お
し
て
、

人
間
と
し
て
の
基
礎
・
基
本
、

社
会
人
と
し
て
の
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。
第
二

に
、
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
工
業
の
専
門
的
技
術
・
技
能

の
指
導
を
と
お
し
て
、
工
業
人

と
し
て
の
基
礎
・
基
本
、
さ
ら

に
技
術
の
深
化
を
目
指
す
向
上

心
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。
第

三
に
、
部
活
動
な
ど
を
と
お
し

て
、
健
全
で
た
く
ま
し
い
肉
体

と
精
神
を
養
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
を
と
お
し
て
、
礼
儀
正
し

く
、
覇
気
を
持
っ
て
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努

め
ま
す
。
そ
し
て
日
本
一
の
工

業
高
等
学
校
を
め
ざ
す
所
存
で

す
。

　

幸
い
に
し
て
、
本
校
は
教
育

活
動
に
必
要
な
人
的
、
物
的
財

産
を
数
多
く
有
し
て
お
り
ま

す
。
日
々
の
授
業
を
と
お
し
て

確
か
な
学
力
と
高
い
技
術
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、

特
色
あ
る
学
校
行
事
や
部
活
動

な
ど
を
と
お
し
て
豊
か
な
感
性

を
育
む
こ
と
で
「
世
の
た
め
人

の
た
め
に
役
立
ち
た
い
」
と
い

う
志
を
持
た
せ
、「
公
の
た
め

に
自
分
が
役
立
つ
こ
と
」
を
喜

び
と
感
じ
る
人
材
を
輩
出
し
、

公
教
育
の
使
命
を
果
た
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
の
被
害
を
受
け
、
我
が

国
は
こ
れ
か
ら
長
い
復
興
の
道

を
歩
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

こ
そ
、
も
の
づ
く
り
の
力
と
人

の
痛
み
が
わ
か
る
感
性
を
持
つ

「
倉
工
健
児
」
の
活
躍
の
場
が

あ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
北
辰
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
本
校
生
徒
並
び

に
職
員
を
温
か
く
、
時
に
は
厳

し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
今

後
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
着
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
、
民
間

の
会
社
に
四
年
、
学
校
事
務
で

一
年
勤
務
し
た
後
、
三
十
歳
に

し
て
工
業
の
教
員
と
な
り
、
八

女
工
業
高
校
に
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。
私
自
身
北
九
州
で
生
ま

れ
育
ち
、
当
時
私
に
は
妻
子
も

い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
北
九
州

か
ら
家
族
揃
っ
て
の
転
居
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
香
椎
工

業
高
校
で
十
五
年
、
さ
ら
に
教

頭
と
し
て
、
福
岡
工
業
高
校
の

定
時
制
、
水
産
高
校
で
、
校
長

と
し
て
は
、
商
業
・
家
庭
の
学

校
で
あ
る
筑
豊
高
校
、
八
幡
工

業
高
校
、
そ
し
て
小
倉
工
業
高

校
と
、
こ
の
三
十
年
間
、
多
く

の
産
業
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た

こ
と
が
私
の
自
慢
の
一
つ
で

す
。
様
々
な
人
と
の
出
会
い
に

恵
ま
れ
、
教
え
、
教
え
ら
れ
、

現
在
の
私
が
あ
る
と
、
感
謝
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
三
月
、
修
了

式
に
お
い
て
私
は「
上
善
如
水
」

の
話
を
生
徒
た
ち
に
し
ま
し

た
。
中
国
の
老
子
の
教
え
に
あ

る
「
上
善
は
水
の
如
し
」、
す

な
わ
ち
「
上
善
」
と
は
理
想
的

な
生
き
方
、
そ
う
い
う
生
き
方

を
し
よ
う
と
思
う
な
ら
、
水
の

あ
り
方
に
学
び
な
さ
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
水
の
特
徴
を

三
つ
挙
げ
て
み
ま
す
。

　

一
つ
、
水
は
丸
い
器
に
入
れ

る
と
丸
い
形
に
な
り
ま
す
。
四

角
い
器
に
入
れ
る
と
四
角
い
形

に
な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
形

に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

柔
軟
性
と
、
素
直
で
誠
実
な
心

を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　

二
つ
、
水
は
地
球
上
の
あ
ら

ゆ
る
生
き
物
に
生
命
と
い
う
恩

恵
を
与
え
な
が
ら
、
自
分
は
と

い
う
と
控
え
め
に
、
低
い
所
、

低
い
所
へ
と
流
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
謙
虚
な
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
。

　

三
つ
、
水
は
い
ざ
急
流
と
な

れ
ば
、
固
い
岩
石
を
も
打
ち
砕

く
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
強
い
心
、
覇
気
を
持
っ

て
ほ
し
い
。

　

こ
の
よ
う
な
水
の
あ
り
方
を

学
ん
で
、
理
想
的
な
生
き
方
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
話
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
生
徒
た
ち
に

は
、
水
の
よ
う
に
「
柔
軟
で
素

　

前
任
の
山
本
久
信
校
長
先
生

が
ご
退
職
さ
れ
た
の
に
伴
い
、

本
年
四
月
に
福
岡
県
教
育
セ
ン

タ
ー
よ
り
着
任
い
た
し
ま
し
た

山
田
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
で

創
立
百
十
三
年
を
迎
え
る
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
小
倉
工
業
高
校

で
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
は
大
変

光
栄
で
あ
り
、
身
の
引
き
締
る

思
い
で
す
。

　

校
長
と
し
て
初
め
て
赴
任
を

し
た
四
月
二
日
、
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
の
演
奏
で
校
歌
の
流
れ
る

校
門
か
ら
の
坂
道
に
元
気
あ
ふ

れ
る
生
徒
諸
君
が
整
列
し
、
私

を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
学
校
で
学
ぶ
生
徒
た

ち
と
一
緒
に
本
校
の
発
展
の
た

め
に
教
育
活
動
が
で
き
る
こ
と

は
本
当
に
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
生
徒
に
対

す
る
先
生
方
の
深
い
愛
情
と
、

北
辰
会
会
員
の
皆
さ
ま
の
本
校

に
対
す
る
熱
い
思
い
を
強
く
感

じ
た
次
第
で
す
。

　

現
在
、
本
校
は
機
械
系
（
機

械
科
・
電
子
機
械
科
）、
電
気

系
（
電
気
科
・
電
子
科
）、
化

学
系
（
工
業
化
学
科
）
の
三
系

列
五
学
科
体
制
で
、
も
の
づ
く

り
へ
の
夢
と
使
命
感
を
持
ち
、

産
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

工
業
立
国
日
本
を
支
え
る
「
志 校長　山田　晴隆氏

　

教
職
生
活
三
十
年
の
最
後
の

三
年
間
を
、
こ
の
小
倉
工
業
高

校
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
心

よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
の

間
、
同
窓
会
「
北
辰
会
」
の
森

会
長
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま

に
、
心
到
ら
ず
様
々
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
常
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
、
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
皆

さ
ま
が
い
つ
も
、
同
窓
会
総
会

な
ど
様
々
な
会
合
の
中
で
母
校

や
後
輩
の
こ
と
を
熱
く
語
っ
て

お
ら
れ
た
こ
と
を
今
懐
か
し
く

思
い
出
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会

の
「
絆
」
の
す
ば
ら
し
さ
を
教

え
て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前校長　山本　久信氏

Ｈ24年度 北 辰 会 総 会

（当番幹事　H元年卒）当番幹事　Ｈ13年卒

日　時	 平成24年５月27日（日）
場　所	 小倉飯店
	 北九州市小倉北区堺町１－８－14
	 　　TEL（093）521－8631

時　間	 ○受　付　14時より
	 ○総　会　15時より
	 ○懇親会　16時30分より

会　費	 　　　￥5 , 0 0 0

て
お
り
ま
す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
今
後
と
も

会
員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上

さ
せ
、
同
窓
各
位
の
き
ず
な
を
ふ

か
め
、
母
校
の
発
展
の
た
め
に
努

力
を
重
ね
、
事
務
の
効
率
化
と

経
費
節
減
に
努
め
る
所
存
で
す
。

　

そ
の
北
辰
会
の
健
全
な
活
動

の
基
盤
で
あ
る
『
年
会
費
』
の
納

入
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

北
辰
会
活
動
に
ご
協
力
頂
い

て
お
り
ま
す
同
窓
生
各
位
に
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
陰
さ
ま
で
昨
年
度
は
前
年

を
大
き
く
上
回
る
会
費
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
上
回
っ
た
部
分

は
某
職
域
支
部
よ
り
数
年
分
を

纏
め
て
納
入
し
て
い
た
だ
い
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
会
費
の
納
入
率
を

上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

直
な
心
」「
謙
虚
な
心
」「
強
い

心
、
覇
気
」
を
持
っ
て
何
事
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
と

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
期
一
会
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
小

倉
工
業
と
の
ご
縁
、
同
窓
会
の

皆
さ
ま
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
人

生
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
皆
さ
ま
の
今
後
益
々

の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
、
北
辰
会

の
ご
隆
盛
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
親
し
く
ご
厚

誼
を
結
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
て
、
私
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
三
年
間

本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。

三
つ
の
教
育
目
標
を
継
承

　
　
　
人
材
の
育
成
に
努
め
る

「
上
善
は
水
の
如
し
」

　
　
　
　
水
の
あ
り
方
に
学
ぶ

会
費
納
入
の
お
願
い

　

去
る
二
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
三
年
度
の
卒
業
生
一
九
六

名
の
入
会
式
が
母
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
学
時
に
在
校
生
会
員
と

な
っ
て
、
三
年
間
修
学
し
、
卒

業
を
以
っ
て
正
会
員
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
創
立
以
来
の

卒
業
生
総
数
は
二
一
、三
八
八
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
支
部
・
近
畿
支
部
の
支

部
長
も
来
校
し
、
両
地
域
に
就

職
・
進
学
す
る
生
徒
と
の
懇
談

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
五
月
に
は
歓
迎
会
が
催

さ
れ
、
暖
か
く
迎
え
入
れ
て
頂

け
る
こ
と
は
、
保
護
者
に
と
っ

て
親
元
を
離
れ
て
遠
く
に
住
む

こ
と
に
な
っ
た
子
ど
も
の
為
に
は

少
し
で
も
力
に
な
れ
る
こ
と
と

安
心
し
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
先
輩
を
頼
り
、
会
員
間

の
連
絡
を
取
り
合
っ
て
同
窓
の

絆
を
深
め
て
頂
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

四
月
七
日
の
新
入
生
入
学
に

よ
り
在
校
生
会
員
は
、

　
　

三
年
生　
　
一
九
一
名

　
　

二
年
生　
　

二
〇
一
名

　
　
一
年
生　
　

二
〇
〇
名

合
計
五
九
二
名
と
な
り
ま
し
た
。

北
辰
会
入
会
式

卒
業
生
196
名
入
会

旧電車通り

小文字通り

至戸畑

●
コレット井筒屋
●
コレット井筒屋

ワシントンホテル
　　●
ワシントンホテル
　　●

リーガロイヤルホテル
　　●

東急インホテル
●

日本生命
●

丸源17
●

●

丸源8

第一
生命
●

中央
第一
中央
第一西日本

シティ銀行
●

●山口銀行●山口銀行

●
JTB小倉ビル
●
JTB小倉ビル

ニュー●
南国ビル

パークサイド
ビル

西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場
西鉄ビル管理㈱
堺町有料駐車場

堺町公園

南国ビル●

●
丸源30

●
曽田
駐車場

●
明治安田生命

福岡
銀行
●

至門司

チャチャタウン
●

チャチャタウン
●

浅
香
通
り

モ
ノ
レ
ー
ル
平
和
通
り

平
和
通
り

平
和
通
り

JR小倉駅

★

小倉
飯店

小文字歩道橋
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【
退
職
】

▽
山
本　

久
信
（
校
長
）

【
転
出
】

▽
小
澤　

理
恵
（
国
語
）

　
　

常
勤
講
師

　
　

鞍
手
高
校
へ

▽
安
田　

智
可
（
国
語
）

　
　

常
勤
講
師

　
　

田
川
高
校
へ

▽
今
村　

知
世
（
数
学
）

　
　

常
勤
講
師

　
　

戸
畑
高
校
へ

▽
新
庄　

博
之
（
英
語
）

　
　

小
倉
西
高
校
へ

▽
友
岡
香
代
子
（
養
護
）

　
　

小
倉
高
校
へ

▽
西　
　

清
吾
（
機
械
）

　
　

八
幡
工
業
高
校
へ

▽
桑
本　

雅
生
（
機
械
）

　
　

苅
田
工
業
高
校
へ

▽
窪　
　

真
一
（
機
械
）

　
　

主
任
実
習
助
手

　
　

戸
畑
工
業
高
校
へ

▽
野
口　

大
公
（
機
械
）

　
　

常
勤
講
師

　
　

北
九
州
高
校
へ

▽
後
藤　

高
司
（
電
子
機
械
）

　
　

主
任
実
習
助
手

　
　

嘉
穂
総
合
高
校
へ

▽
橋
本　

典
和
（
電
気
）

　
　

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

▽
鶴
我　

美
鈴
（
事
務
次
長
）

　
　

西
田
川
高
校
へ

▽
佐
藤　

純
子
（
司
書
）

　
　

ひ
び
き
高
校（
定
時
制
）へ

▽
伊
集
院　

彩
（
事
務
室
）

　
　

ひ
び
き
高
校（
定
時
制
）へ

【
転
入
】

▽
山
田　

晴
隆
（
校
長
）

　
　

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
よ
り

▽
依
田　

文
恵
（
国
語
）

　
　

京
都
高
校
よ
り

▽
麻
生　

貴
史
（
数
学
）

　
　

常
勤
講
師

▽
倉
富　

和
也
（
英
語
）

　
　

戸
畑
高
校
よ
り

▽
鬼
武　
　

薫
（
養
護
）

　
　

小
倉
東
高
校
よ
り

▽
鋲
賀　

一
博
（
機
械
）

　
　

八
幡
工
業
高
校
よ
り

▽
松
島　
　

光
（
機
械
）

　
　

常
勤
講
師

▽
英　
　

厚
巳
（
機
械
）

　
　

実
習
助
手
（
新
規
採
用
）

▽
大
内　

康
敬
（
機
械
）

　
　

常
勤
講
師

▽
田
添　

竜
二
（
電
子
機
械
）

　
　

実
習
助
手
（
期
限
付
）

▽
大
野　

竜
平
（
電
気
）

　
　

常
勤
講
師

▽
竹
森　

雅
治
（
事
務
次
長)

　
　

遠
賀
高
校
よ
り

▽
戸
畑　

俊
廣
（
司
書
）

　
　

門
司
大
翔
館
高
校
よ
り

　
　
（
再
任
用
）

▽
高
倉　

麻
衣
（
事
務
室
）

　
　

八
幡
中
央
高
校
よ
り

保
健
委
員
会

▼
福
岡
県
高
等
学
校
生
徒
保
健

　

研
究
発
表
会

二
〇
一
一
年
十
一
月
八
日

福
岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル

　

最
優
秀
賞

テ
ー
マ　

食
教
育
を
と
お
し

て
～
自
炊
の
す
す
め
～

電
子
二
年　

今
村
祐
輔

　
　
　
　
　

上
野
雅
人

電
気
一
年　

山
科
端
樹

も
の
づ
く
り

▼
ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ

　

リ
ー
二
〇
一
二　

全
国
大
会

（
北
海
道
札
幌
国
際
情
報
高
校
）

〈
ア
ド
バ
ン
ス
ク
ラ
ス
〉

47
位　

松
谷
博
愛
（
子
機
三
年
）

　

予
選
敗
退

〈
ベ
ー
シ
ッ
ク
ク
ラ
ス
〉

脱
輪　

野
村
祐
也
（
子
機
二
年
）

　

予
選
敗
退

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

　

一
月
二
十
一
日
（
土
）
母
校

周
辺
の
小
学
生
を
対
象
に
、
も

の
づ
く
り
教
室
を
開
催
し
ま
し

　

出
費
多
端
な
折
り
、
誠
に
恐

縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後

と
も
北
辰
会
の
皆
様
に
は
、
ご

支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
二
月
五
日

（
日
）『
ウ
エ
ル
戸
畑
』
に
て
、

第
六
回
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
北
辰
会
の

皆
様
を
始
め
学
校
関
係
者
等
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
多
大
な
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感

謝
致
し
ま
す
。　

　

部
員
三
十
二
名
（
三
年
生

十
一
名
・
二
年
生
五
名
・
一
年

生
十
六
名
）
で
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
意
見
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

無
事
に
終
わ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
ご
来
場
の
皆
さ
ん
は
、
生

演
奏
の
体
感
を
お
土
産
に
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。

　

新
学
期
に
は
新
一
年
生
も
多

数
入
部
し
て
い
た
だ
き
、
一
年

づ
つ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
二
月
二
日

（
土
）
に
は
、
第
七
回
定
期
演

奏
会
を
開
催
予
定
で
す
。

教
職
員
の
異
動

吹
奏
楽
部
演
奏
会
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
に
ご
協
い
た

だ
い
た
三
、〇
六
万
余
円
の
貴
重
な

浄
財
は
、
平
成
二
十
三
年
度
の
活

動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
科
学
研
究
奨
学
会
へ
の

支
援
と
し
て
、
創
立
一一〇
周
年
に

予
定
し
て
い
た
掲
示
教
育
の
充
実

と
情
報
通
信
教
育
の
環
境
づ
く
り

が
予
算
の
関
係
で
、
各
教
室
に
プ

ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
備
を
設
置
す
る
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
、
教
育
振
興
基
金
よ
り
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
導
入
（
三

年
計
画
）
し
ま
し
た
。

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

導
入
に
よ
り
、
ラ
イ
ブ
放
送
で
学

校
長
の
訓
辞
や
お
知
ら
せ
を
各
教

室
に
一
斉
配
信
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ニ
ュ
ー
ス
性
の
高

い
旬
の
情
報
や
緊
急
連
絡
事

項
も
即
時
に
伝
達
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
堂
に
会
し
て
行

う
全
校
集
会
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
理
由
で
開
催
で

き
な
い
場
合
に
も
必
要
な
情

報
伝
達
が
で
き
、
防
災
緊

急
放
送
等
に
も
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度

は
五
六
三
件
の
同
窓
各

位
・
団
体
よ
り
合
計
二
、

六
〇
八
、六
八
九
円
の
基
金

を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
浄
財

は
平
成
二
十
四
年
度
の
教
育

振
興
基
金
と
し
て
、
母
校
の

た
め
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

母
校
に
と
っ
て
は
、
こ
の

教
育
振
興
基
金
は
大
き
な

支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
こ
の
支
援
を
し
て
い
く

に
は
北
辰
会
会
員
各
位
の
ご

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
是

非
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

教
育
振
興
基
金
の
報
告
と
お
願
い

訃
　
報

た
。

　

小
学
生
四
十
三
名
と
保
護
者

で
視
聴
覚
室
の
中
は
身
動
き
で

き
な
い
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
達
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
石
鹸
づ
く
り
に
夢
中
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を

も
ち
、
小
学
生
の
頃
か
ら
小
倉

工
業
を
み
じ
か
に
感
じ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
も
の
づ
く
り
教
室
は
、

関
東
支
部
長
・
野
見
山
誠
一
（
昭

三
十
六
年
電
気
科
卒
）
さ
ん
よ

り
資
金
の
提
供
を
う
け
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
野
見
山
さ
ん

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

　

毎
月
一
回
、
第
三
土
曜
日
に

早
朝
六
時
よ
り
約
一
時
間
、
小

倉
駅
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

郷
土
芸
能
部

▼
福
岡
県
高
等
学
校
総
合
文
化

　

祭
県
大
会

郷
土
芸
能
部
門　

最
優
秀
賞

　

全
国
大
会
出
場

平
成
二
十
四
年
七
月
（
富
山
県
）

　

母
校
の
発
展
に
ご
尽
力

頂
い
た
顧
問
・
松
山
譲
さ

ん
（
元
県
会
議
員
・
昭
和

二
十
六
年
電
気
科
）
が
一

月
十
九
日
心
不
全
の
た
め

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
校
創
立
一
〇
〇
周
年

事
業
に
お
い
て
は
こ
と
の

ほ
か
お
力
添
え
を
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

る
と
共
に
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

学
校
だ
よ
り

　

母
校
で
は
毎
年
五
月
二
日

に
創
立
記
念
式
典
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

式
典
の
後
に
二
十
名
近
い

卒
業
生
が
在
校
生
に
対
し
て

約
一
時
間
の
講
話
を
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
十
八
名
の
講

師
が
事
前
に
決
め
た
テ
ー
マ

に
よ
り
生
徒
は
自
分
の
興
味

が
あ
る
テ
ー
マ
を
選
ん
で
受

講
し
ま
す
。

◦ 

体
育
館
演
壇
緞
帳
新
設

　

創
立
記
念
式
典
に
先
立

ち
、
体
育
館
に
緞
帳
が
新
設

さ
れ
、
そ
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
は
創
立
八
十
周
年

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
と
き
の
緞
帳
は
、
第
二
代

目
北
辰
会
会
長 

 

繁
さ
ん

創
立
記
念
式
典

（
昭
和
二
年
電
気
科
卒
）
か

ら
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
三
十
二
年
の
歳
月
が
経

過
し
、
ず
い
ぶ
ん
傷
み
が
す

す
ん
で
い
ま
し
た
の
で
今
回

新
た
に
取
り
替
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
者
は
第
四
代
目
会

長
赤
尾
正
洋
さ
ん
（
昭
和

二
十
六
年
機
械
科
卒
）
と
第

五
代
目
会
長
長
野
正
景
さ
ん

（
昭
和
二
十
九
年
機
械
科
卒
）

に
よ
る
も
の
で
す
。

写真提供：ミラクル・リナックス㈱

空
手
道
部

▼
北
九
州
地
区
空
手
道
大
会

白
水
孝
俊
（
機
二
年
）

　

優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

▼
北
九
州
市
門
司
区
バ
ド
ミ
ン

　

ト
ン
大
会

男
子
Ｄ
級
ダ
ブ
ル
ス

二
位　

櫛
山
健
一
（
子
三
年
）

　
　
　

竹
野
竜
一
（
子
三
年
）

▼
北
九
州
市
若
松
・
戸
畑
区
バ

　

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

男
子
Ｄ
級
ダ
ブ
ル
ス

優
勝　

石
丸
太
一
（
子
二
年
）

　
　
　

村
上
智
春
（
子
二
年
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

▼
平
成
二
十
四
年
度
福
岡
県
高
等

　

学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
大
会

小
倉
工
業
23

－

17
玄
海

小
倉
工
業
15

－

27
香
椎

　

ベ
ス
ト
16

陸
上
部

　

昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は

九
種
目
（
延
十
六
名
）
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

今
年
も
各
種
の
記
録
会
で
は

多
数
の
種
目
で
一
位
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

男
女
共
ト
ラ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー

ル
ド
競
技
に
お
い
て
大
き
く
期

待
で
き
そ
う
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部

▼
第
十
九
回
久
万
高
原
町
長
杯

　

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

小
倉
工
業
28
︱
22
徳
島
市
立

　

小
倉
工
業
24
︱
19
愛
媛
Ｕ
17

　

小
倉
工
業
28
︱
26
安
芸
南

　
　

優
勝

▼
全
九
州
高
校
ラ
グ
ビ
ー

　

福
岡
県
大
会

　

小
倉
工
業
19
︱
19
八
幡
高
校

　
　

抽
選
勝
ち

関
東
ラ
グ
ビ
ー
部
O
B
会
よ
り
寄
贈

　

関
東
Ｏ
Ｂ
会
よ
り
ボ
ー
ル

三
十
個
が
贈
ら
れ
、
そ
の
贈
呈

式
が
一
月
二
十
八
日
（
土
）
母

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
関
東
Ｏ
Ｂ
会
長
・
坂

田
耕
一
（
昭
二
十
五
年
機
械
科

卒
）
さ
ん
他
数
名
が
関
東
か
ら

駆
け
付
け
て
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
員

共
々
関
係
者
、
現
役
部
員
を
激

励
し
ま
し
た
。

野
球
部

▼
第
一
三
〇
回
九
州
地
区
高
校

　

野
球
福
岡
北
部
予
選

一
回
戦

　

小
倉
工
２
︱
２
戸
畑

　
（
延
長
一
五
回
引
き
分
け
）

再
試
合

　

小
倉
工
１
︱
２
戸
畑

▼
北
九
州
市
長
杯

一
回
戦　

小
倉
工
10
︱
0
折
尾

二
回
戦　

小
倉
工
５
︱
３
北
九
州

三
回
戦　

小
倉
工
５
︱
８
北
九
州
市
立


